
１、沖縄の水関連政策、水利用状況の変遷

２、統合的水資源管理の概念と必要性

３、河川での水源開発

４、地下ダム

５、島嶼の水源保全、水循環

６、環境保全と地域発展

７、生物浄化法

８、浄水施設の維持管理

９、無収水削減対策
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関係省庁

英語
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本邦研修期間

JICA沖縄

調整中

【案件目標】
沖縄の経験とノウハウを参考に、島嶼国に適応性の高い水資源の保全管理及び効率的利用につ
いて、水道事業体及び関係省庁の組織運営能力が向上する。

【成果】
１、沖縄の水関連政策の全体像及び統合水資源管理の概念の理解

２、島嶼地域における水源開発の手法を理解と自国の応用の可能性検討

３、島嶼地域の水源保全管理の手法を理解と自国への応用の可能性検討

４、島嶼地域における生物浄化法の理解・技術習得

目標／成果

内　容

【対象組織】
水道事業体及び関連省庁

【対象人材】
水道事業分野に従事する管理職または中堅
技術者

対象組織／人材

島嶼における水資源管理・水道事業運営
Management of Water Resources and Water Supply Services
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水資源・防災/総合的水資源管理

原則として大洋州島嶼国対象国の条件：

副分野課題：水資源・防災/その他水資源・防災

島嶼性及び亜熱帯性で同一である沖縄県の水関連政策や渇水対策を含めた水資源管理の在り方、統合水資源管理の概念等を学ぶほか、大洋
州諸国の水道事業関係者のネットワーク形成を狙う。
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